
昭和18年 3月23日、 池袋バルテノンのアトリニにお

ける海軍へ行 く生徒の壮行会にて（草野容三氏提供）

草野容三、八幡健二、野々村一男、宮沢義郎その他

本校生、卒業生の外に落語家小さん、講談師大島伯

飴夫人、同息子等々が写っている。

分
く
ら
い
動
員
と
な
っ
た
。
動
員
と
決
ま
る
や
、
各
科
で
壮
行
会
を
や
り
、

我
々
は
毎
晩
騒
い
だ
。
暴
れ
た
い
連
中
は
裸
に
な
っ
て
、
筵
の
織
を
立
て
、

石
油
缶
を
叩
き
な
が
ら
上
野
駅
構
内
の
広
場
へ
行
っ
て
騒
い
だ
。
ヨ
カ
チ
ン

も
踊
っ
た
。
出
陣
前
な
の
で
人
々
は
大
目
に
見
た
よ
う
だ
が
、
東
京
駅
ま
で

縁
り
出
し
た
生
徒
た
ち
は
、
す
っ
裸
で
踊
っ
て
憲
兵
に
つ
か
ま
っ
た
。
白
琵
居

に
近
い
せ
い
だ
っ
た
ら
し
い
。

例
の
代
々
木
の
壮
行
会
に
は
全
部
参
加
し
た
。
雨
の
中
を
独
特
の
旗
を
立

て
て
行
き
、
目
立
っ
て
仕
方
な
か
っ
た
。
が
、
さ
す
が
美
校
！

と
い
う
感

じ
で
あ
っ
た
。
私
の
場
合
は
兄
弟
四
人
と
も
学
徒
出
陣
と
い
う
こ
と
で
新
聞

に
出
た
り
し
た
。

十
九
年
一
月
に
な
る
と
、
地
方
出
身
者
は
郷
里
へ
帰
っ
て
そ
こ
か
ら
出
兵

す
る
。
そ
し
て
、
み
な
散
り
散
り
と
な
っ
た
。

⑮ 口
昭
和
十
九
年
六
月

一
日
、
い
よ
い
よ
入
隊
の
当
日
と
な
り
、
我
が
家
で
は

親
子
の
別
れ
が
あ
り
、
父
に
手
伝
っ
て
造
っ
た
庭
の
前
で
記
念
の
写
衷
を
撮

っ
た
。
…
…
上
野
駅
東
口
広
場
は
す
で
に
各
大
学
の
出
陣
学
生
と
送
る
者
の

人
波
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
各
校
は
出
陣
学
生
の
数
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

円
陣
を
作
り
、
運
動
部
の
旗
を
翻
し
、
そ
し
て
声
を
限
り
に
、
何
時
も
は
歌

え
な
い
応
援
歌
を
唱
い
、
意
気
軒
昂
た
る
熱
気
に
わ
き
返
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
我
が
美
校
生
は
征
く
者
十
名
足
ら
ず
、
送
る
側
も
十
数
名
で
伝

統
の
ボ
ロ
服
多
く
、
中
に
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
農
民
一
揆
の
筵
旗
を
担

い
で
寝
巻
姿
の
者
も
い
る
状
態
で
、
余
り
気
勢
が
上
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
先

輩
に
申
し
訳
な
い
、
一
丁
や
る
か
と
寝
巻
姿
が
、
や
お
ら
素
裸
に
な
っ
て

「ア

ー
リ
ャ
ラ
ラ
、
一
っ
よ
か
ち
ん
な
ん
じ
ゃ
ろ
な
：
・
…
」
と
気
合
を
入
れ

て
腰
を
ふ
り
ふ
り
全
員
で
踊
り
出
す
始
末
、
周
囲
も
こ
の
奇
妙
な
気
違
い
集

団
に
気
付
き
始
め
人
の
環
が
広
が
り
出
し
た
。
注
目
が
集
ま
れ
ば
そ
れ
に
乗

さ
が

る
の
が
美
校
生
の
性
、
然
し
や
っ
と
調
子
の
出
た
頃
に
は
監
視
中
の
鬼
よ
り

怖
い
恋
兵
の
目
に
止
ま
り

「
コ
ラ

ー
貴
様
ら
な
に
し
ち
ょ
る
」
の
大
音
声
で

サ
ー
ベ
ル
片
手
に
腕
章
を
巻
い

た
軍
服
が
向

っ
て
来
る
様
子
で
、
裸
の
連
中

は
着
物
を
抱
い
て
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
様
に
人
ご
み
の
中
を
逃
げ
回
る
。
そ

の
滑
稽
な
様
子
に
腹
を
抱
え
な
が
ら
、
私
達
も
捕
ま
る
の
は
面
倒
と
日
の
丸

を
背
に
し
ょ
っ
て
逃
げ
た
。

こ
れ
こ
そ
美
校
生
の
真
骨
頂
と
、
久
し
振
り
の
「
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
」
に
溜

飲
を
下
げ
て
、
私
達
は
元
気
を
出
し
て
汽
車
に
飛
び
乗
り
、
上
野
の
山
を
後

に
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
美
術
及
工
芸
統
制
協
会
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―
-
、
美
術
及
工
藝
二
閥
ス
ル
指
導
奨
励
及
調
査
研
究

1
0、
内
外
二
於
ケ
ル
美
術
及
工
藝
二
閥
ス
ル
展
覧
會
ノ
開
催
又
ハ
後
援

九
、
本
邦
美
術
品
及
工
藝
品
ノ
海
外
紹
介
妓
二
輸
出
ノ
斡
旋

u
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臨
戦
体
制
強
化
に
伴
い
、
昭
和
十
八
年
六
月
二
十
六
日
、
社
団
法
人
日
木
芙

術
及
工
芸
統
制
協
会
（
美
統
）
が
組
織
さ
れ
た
。
定
款
に
は
目
的
と
事
業
内
容

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
條
本
會
ハ
皇
國
文
化
ノ
精
華
タ
ル
美
術
及
工
藝
技
術
ノ
保
存
拉
二
振

輿
ヲ
闘
リ
、
之
ガ
製
作
、
阪
双
、
交
易
等
ニ
ッ
キ
國
家
目
的
二
即
應
、
ン
ク

ル
綜
合
的
指
郡
統
制
ヲ
行
ヒ
併
テ
一
般
工
藝
産
業
ノ
健
全
ナ
ル
焚
逹
ヲ
岡

ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
四
條
本
會
ハ
前
條
ノ
目
的
ヲ
逹
成
ス
ル
為
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

一
、
築
術
保
存
ヲ
要
ス
ル
美
術
品
ノ
製
作
者
拉
二
技
術
保
存
ヲ
要
ス
ル
エ

藝
品
及
其
ノ
生
産
者
ノ
認
定

二
、
美
術
品
及
工
藝
品
ノ
原
材
料
ノ
配
給
統
制

三
、
美
術
品
及
工
藝
品
ノ
販
買
統
制
（
苔
盟
骨
蓋
ヲ
含
ム
）

四
、
藝
術
保
存
又
ハ
技
術
保
存
ヲ
要
ス
ル
エ
藝
品
ノ
生
産
敷
額
ノ
割
嘗
拉

ニ
其
ノ
登
録
及
證
紙
ノ
痰
行

五
、
技
術
保
存
ヲ
要
ス
ル
エ
藝
品
ノ
桧
査
、
格
付
及
阪
賣
債
格
ノ
決
定

六
、
生
活
必
需
工
臨
品
ノ
改
善
及
規
格
ノ
統

一
妓
二
優
一艮
生
活
必
孟
工
藝

品
ノ
選
定

七
、
美
術
品
及
工
藝
品
ノ
製
作
二
必
要
ナ
ル
附
屈
技
術
者
ノ
指
導
統
制

八
、
美
術
品
及
工
藝
品
製
作
二
必
要
ナ
ル
用
具
ノ
生
産
指
導
拉
二
配
給
統

石
井

高
村

日
野

監

事

太

田

三
郎

本
校
工
芸
部
教
官
の
高
村
豊
周
と
山
崎
覚
太
郎
は
夫
々
施
設
部
長
、
審
議
室

主
査
兼
販
売
統
制
部
長
と
し
て
美
統
に
深
く
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
教
官
も

多
く
が
部
会
委
員
と
し
て
名
を
連
ね
た
。

⑯

金
属
回
収
と
本
校
の
銅
像

昭
和
十
六
年
八
月
金
屈
類
回
収
令
公
布
以
後
、
軍
需
物
資
生
産
の
た
め
の
金

属
回
収
が
始
ま
り
、
十
七
年
五
月
に
は
寺
院
の
仏
具
、
梵
鐘
等
の
強
制
供
出
が

命
ぜ
ら
れ
、
本
校
の
銅
像
も
危
機
に
直
面
し
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
七
日
、
本
校
長
は
文
部
省
総
務
局
長
よ
り

山

ロ

大
島

永
明

荘
八

顕
清

忠
充

山
崎
覚
太
郎

国
井
喜
太
郎

辻

永

理

事

盟

田

会
長

児
玉

謙
蔵

―
二
、
其
ノ
他
本
會
ノ
目
的
逹
成
上
必
要
ナ
ル
事
業

橋

木

政

実

こ
の
よ
う
に
、
美
統
は
美
術
お
よ
び
工
芸
界
を
国
家
目
的
に
即
応
す
る
体
制

に
組
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
製
作
者
、
生
産
者
の
認

定
、
原
材
料
の
配
給
お
よ
び
作
品
販
売
の
統
制
と
い
っ
た
作
家
、
生
産
者
の
生

活
に
直
接
影
響
す
る
事
柄
を
司
ど
る
こ
と
に
な
っ
た

。

日
本
画

、

油
絵
•

水

彩
、
彫
塑
、
工
芸
美
術
、
産
業
工
芸
の
五
部
会
が
骰
か
れ
、
左
記
の
十
七
名
が

役
員
に
選
ば
れ
た
。

吉
野

伝
次

雅
孝

蓬
春

鶴
三

盟
周厚

理
事
長

阿
原

木
村

加
藤

中
村

希
望
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